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428 喜1張力釦 の急謎加 誅夏態
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1．緒 言

高張力鋼 の 澱 熱影響都細織1ホ懿棲蕪サ イ ク 」し鯵の急熱一魚崢過緩　1： よ っ マA 　Gkth る
。

この 熱影響部組織 d）性質 ，
発 生機構 tima 性に 閔係 する重要因 手 で 為り ，Yσ）変態に閔り

る駈 曳に け急蓊猷 ある。
し6 ・ るに冫爭却変態に r い マは 多くのMeqn ミ彳〒角 れ て い るづN

“

t くに

，急速加 熱変態を検討 した石晋釦ヰ数6s
’
き わ め て 少看い

。 本報 に お い て は 60k 襯 級鯛質高張

力鋼婆料 に っ い て
、

その
，急速カロ熱曳態の 洋勧を，急3塾力q 熱用自記轄」澎張計 に 1 ラ則定 L

， 変

態過程 申の 急熱一焼 ）嫌Bl織 ・乞枝言寸L た。
こ こ に その 鮎象セ報繕する もの である 。

2． 史馳 法

灘 牌 機 鮎 〜 外径 4 ＿ φ， fi，． t・1　im 、，，t の 衷160k 恥 級部 勧 鋤 分雙
円箸形状 Z し バ 紬 出加 鰍 肱 周X数200焔 　 　 Ke 単 ’il 分 wt ％

a）嵩圏三蹴 導加 紮i装置乞困 い 力囗熱した。 福 」隻ラ則定 1ま直 C S； MnP S

4量O．　3Mt41（ の 白金
、
白塗ロ ジウム の O ？en

−・CirC“it 聖 　o・150 ・391170 ・oog 　o・Ot　‘1’

熱酬 孀 、 ・ た。 熱膨蝦 嵯 皺 曙 て割魚 鶴 燃 民 組耡 絖 嫐 徴銑 電纐

轍鏡 ミ 知 ビ 切 一 べ搬 瀕 定 しt．　。
　il に黐 の 蜴 を約 。

　 3． 実鰍 課

　〔A】　　，謎 力v熱愛態にLお よ取ぎ
’

す力D継 度（D旻彡響
梶 谿 。

k
％   編 張力鋼 1翔 喚額 ，力鋼 であ5 の でそ 礁

加 熱 に 6・… て
、 鮟 し過経 ζ そ如 ・弓廠 く ♂イ峻 態6雌 縛

る． こ 禍 の過tg・伽 熱速度劾 r魁 ぢ・〆懸 坂 て 急拯加

蘇 し右絛の熱膨張曲 線 M に お 駈ナ る笈イ匕も図 1 に 図菰 しマ あ 5，

言鼠顰糸且綯の再加 熱鸛 である6 ・ ら，
（a）娩戻し過9t ，

（』｝rKt

過 琢呈（ に 旺写LIL てr多多じ
，
面 鴛の A6互4季囲 に つ い マ 考寮すろ。

　  急速娩戻し画 程

　告遖加 熱時の 焼戻 し変イしぽ図 1 中の 蛾戻 し点   〜  ポ認 め

Sin
，

  点≒ 200℃
、  斎、

・・2tlO“C  li．、　＝f300 °

ら  点墫 4 。・
°

C

て 排 そ判定で きる ． 急速加 熱中烈 キ書通加 轍 嫉 し と対 応

してΦ 一夢 不 鮮明   う 30 。
°

ら  → 400 ℃
，
  ． 600°

‘附 近 までヱ 　　　　，皿 度

昇しラ肖恭する こ ui ない
。 図 中Φ記 λ

、 加 i熟遠度け変態遜過
・セ　図 上急遠加 熱 撃

一θ゜C曲系梟

o もの であ リ
， 高周ヲ皮加 熱の 將徼 t して媛戻し過堰 中1さ変態以、前でノ〃∂〃

egs
を超 乏 て い る

。

こσ）よ うな、急速加 熱焼戻し過瞿 に お い て さ
・

え bカヒ戻しに よ る糸且1織変イしは撒 でき なガ・ っ A
”

　（』）
・
譌頭畠歳 力釦 の 7・イ匕変態

　誓一
θ

・c 曲線 の 髄 ”唹 の 場合 の 締 彡銀曲線 、稽 薀鄒 臓 齢 の耄贈 媚 継 爿←洋に
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類似 してい る．
加 熱齢 敏 第1・増大して い く 磯 通加 熱 ・砺 桶 A、，

−A、，
の 讎 変懲

示 さ なく な i5。 図 1 に 示 セ れ る よづに 愛態の進彳〒に イ半っ て月彭t昆量　ifミ収縮す る収縮型
、 月糞彡弓長

量1レ 定 貅 平 型 6・i び膨孃 1壊 イ酎 る 州 蠣 眄 い 上 昇型 に 分類ずき る． こM らは加

熱速度の 増大に イ￥っ　τ ”t貢冫欠彳多彳t し　て し 、 く
。

　（司　変負ξ点 の 加 熱速度に よ う上 累

加 熱遠 度の 増大に よ ・ て 変態騨 灘 終 了点牌 衡状 ・・。

態の 匸 きの ぞ東よ り工 昇す る。加熱遜廏を さ らに増大 さ　81

d6 と
、

こ破 鱗 の 蠏 1・ ‘蝦 艦 度磁 し
、

加継
轡

，

度約 30　Ys　Jlt・ ＝ では加熱達度に 関係なく なる 。 （図 2 ）　P，阜8
（c〕顕微惣蝿 と丿硬度曲線
￥一θ℃ 曲線 ・ の 翻 変イ隧 中・ ・ 鰻 入 老伽 物 礫

7

の火尭入拳且絢《D 麦イヒ・1・ ら逆 に 変負§ず ロ ｛乙ス EiLe耒L た。

ω 顕徴鏡糸蠣
＠ 父綟 しW ￥＃−

i 一
θ

゜c 曲絲工 の   点の 400 ・

齢

近 わ、 らの焼入繍 で は稿率600 の 光単顕徽鏡1二 おい て

判定 L うる焜戻L新 出物の凝 集6“
’
　re　Sる

。   点に あ
・
い て

さ らに ｛変イしvt進ti〒L
，

フ」：ライ トオ目σ）審F：分bぐ増フヒし
，

：ニ オ日

分離ボ 弓彫壇に なる
。

・

亀顕組系穹ぽ荊出物 がぐ徽 水 パ ー ラ イ ト

である こと t示 しマ い る。

　 

f   ＿△ 轟．」一
＿＿ 墾碑

r
騨P 一ロ卿

面
・ロ

蜘 9収 縮 羔
　 　 　 　 　 　 ． 　　薗始葱
ノ

丿
♂・一゚騨

・
一

● 　　　　　 o
『

嬲
…

驫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写真乏HR含 220ラぎTmvt＝ Xso
「

ヒx3000

　　　弼 匕変態過催偉 光学顕徽鏡ゼ譲 め ら熟 るorder で新出物ぷ 紅界小 ら該馳 生 一隊長す
る，

L・al・ し 。ノ s “

／・ c の榊 繍 t・）’t べて 7＝ ラ イ ト域款 き く な・ ・
， 麟 組鰤 櫨 盆 一

祓景逸 支蛸 して い る 。
写真1 に 痩艦 †の 亀顕細鰕乞示 す。

　◎ 　Tnvtax彡 lo80 ℃ で火尭入さk た糸且絢i倭左 多F微 田マ IL 〒 ン サイ ト組織 匕 な っ て お ソ
培蓮 幽し入 マ IL 〒 ン サ イ ト て 比 べ てオ日当襁 i由イしし て い ゐ

。

　  TtneX ＝ 1350 ℃ で焼入さ 鼡 毛組緲 1ホ全部 マ IL 〒 ン サ イ ト て な勹 て い る すぐ
， ◎ の

細轍 比 tZtst湘 当粗 大イ匕して ・ ・ ろ 。 す 舗 ち咐 の 齦 に り姻 する 。

　（2〕　石勇度曲糸泉
囲 31：硬 度ヒ 雌入ラ矗度の 関係 を尓 す

。 撃一タ
ec

曲線 辷

Φ  b よび   霾度点 小 3 の1暁入組絢は硬 蔑の分散 ， 9 均

6e　6“・tffit　t 比 べ て 変軌 て い る
。

こ煮 1才緻 繊 化 ta く i

調応 Lて い る。 焼 入湿 度ぷ納 300 ℃ 敵 の訟料as、 3殺
1産はエ 」浮して い る。 　こ m は変．負豎ぶ この 褞度附述 ろ・ S 閣爻畠

斐鼡
，

こホ に よ り 於粒の 発生 t 誓の 都劣が焼入 iZ　N リマ

ル デ ン す イ トイし L たため
一
で

， 変態の 誰彳〒に つ れ て石更度1よ
　 　火尭　入　ラ品　度　℃

図 3 厩 入趨 度とノ硬 さq）闃 係

ヱ 零す る afS
’
， 再 び 下 幡するの は前迹 σ）マ tL テ ン V イ ト の 粗大イし の 産め τ

”
あ る ，

＞XL の 系課 ろ・ B　6　o　
kor

／fU，i糸騰 鵬 張力姻 の r イ齲 加細 i疲 ケ ρ ・ 慰 ビ
」
は椥 粧 一威長

変態で埆 内れ ， 焼戻いη効果1ホ担 止 で K な・
・ こ t つぐ示 さ れ た ．
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